
令和4年度　　学校法人補陀学園

【資金収支計算書】 【事業活動収支計算書】

科目 決  算  額 科目 決  算  額
収 入 の 部 教育活動収支

学生生徒等納付金収入 42,166,335 事業活動収入の部

寄付金収入 834,928 学生生徒等納付金 42,166,335

補助金収入 274,633,113 寄付金 834,928

資産売却収入 0 経常費等補助金 272,331,141

付随事業・収益事業収入 1,419,700 付随事業収入 1,419,700

受取利息・配当金収入 223 雑収入 39,332,576

雑収入 137,183,930 教育活動 収入 計 356,084,680

本部費負担収入等 284,439,415 事業活動支出の部

借入金等収入 59,000,213 人件費 261,364,310

前受金収入 1,265,000 経費 154,371,358

その他の収入 14,964,269 教育活動 支出 計 415,735,668

資金収入調整勘定 △ 29,121,785 教育活動 収支差額 △ 59,650,988

前年度繰越支払資金 33,419,731

収入の部 合 計 820,205,072 教育活動外収支

事業活動収入の部

支 出 の 部 受取利息・配当金収入 223

人件費支出 243,114,310 教育活動外収入計 223

経費支出 203,217,563 事業活動支出の部

借入金等利息支出 5,942,689 借入金等利息 5,942,689

 本部負担支出等 284,439,415 教育活動外支出計 5,942,689

借入金等返済支出 41,653,851 教育活動外 収支差額 △ 5,942,466

施設関係支出 440,000 経常収支差額 △ 65,593,454

設備関係支出 13,637,640

資産運用支出 104,895 特別収支

その他の支出 25,593,398 事業活動収入の部

資金支出調整勘定 △ 65,772,722 その他の特別収入 124,706,427

次年度繰越支払資金 67,834,033 本部負担収入等 285,100,247

支出の部 合 計 820,205,072 特別収入計 409,806,674

事業活動支出の部

資産処分差額 22,569,822

その他の特別支出 230,450,994

本部負担金支払等 285,100,247

特別支出計 538,121,063

特別収支差額 △ 128,314,389

基本金繰入前当年度収支差額 △ 193,907,843

基本金組入額合計 △ 2,000,000

当年度収支差額 △ 195,907,843

前年度繰越収支差額 △ 757,896,933

基本金取崩額 139,835,154

翌年度繰越収支差額 △ 813,969,622

事業活動収入計 765,891,577

事業活動支出計 959,799,420



【貸借対照表】 【財産目録】

科目 本年度末 科目 金額

資産の部 基   本   財   産    計 1,060,257,296

固定資産 1,060,257,296 運   用   財   産    計 96,774,344

流動資産 96,774,344 資  産  の  部  合   計 1,157,031,640

資産の部合計 1,157,031,640 固   定   負   債    計 644,822,162

負債の部 流   動   負   債    計 159,873,460

固定負債 644,822,162 負  債  の  部  合   計 804,695,622

流動負債 159,873,460 差   引   純   資    産 352,336,018

負債の部合計 804,695,622

純資産の部

基本金

第１号　基本金 1,136,305,640

第４号　基本金 30,000,000

基本金　計 1,166,305,640

繰越収支差額 △ 813,969,622

純資産の部　合計 352,336,018

負債及び純資産の部合計 1,157,031,640



令和 4年度の教育活動等に対する学校評価書 令和 5年 5月 25 日

学校法人補陀学園 若竹こどもの森園長 山村弘学

１ 幼稚園の教育目標

「心の清らかな明るい子ども 健康でたくましい子ども 知性豊かでものごとに集中できる子ども 命の尊さがわかる子ども」

２ 本年度の重点目標（学校評価の具体的な目標や計画）

「幼児の発達に即した指導の展開や援助のしかたの向上を図る。」

３ 自己評価結果とそれに対する学校関係者評価結果

※評価点は、Ａ（十分達成されている）Ｂ（達成されている）Ｃ（取り組まれているが成果が十分でない）Ｄ（取り組みが不十分である）

評価対象 評価項目
自己評価 学校関係者評価委員会

評価点 幼稚園としての反省と改善策 評価点 意見

指導計画
子どもの姿やクラスの実

態を正しくとらえる。
Ａ

台風被害のため若竹での保育となったが、その中でもこど

もの変化や様子を丁寧にとらえることが出来た。
Ａ

台風被害のため、10 月より 3 月まで若竹幼稚

園に避難したことは、本当に大変だったと思

う。その中での取り組み大変でした。

指導計画
実態に即した学年・学級

の指導計画をたてる。
Ａ

年間計画通りに進まないことも多々あったが、その時の状

況子どもの様子に合わせて対応することが出来た。
Ａ

保育内容

保育の中で、子どもの発

達に即した指導をする。 Ａ

環境の変化に子どもの心、体のバランスが崩れていない

か、気になることも多く、一人一人に即した指導をする

よう心掛けた。

Ａ

指導計画

反省に基づき、学年・学

級の指導計画を適切に修

正する。
Ｂ

日々の保育の中での振り返り、見直しは出来ていたが具体

的な修正をし、園内で話し合う機会が少なかったように思

う。若竹での保育の中で得た経験を活かし、保育の中に

取り入れていく。

Ｂ

困難が大きかったようだが、学んだこともあ

るので、今後の保育に生かしてもらいたい。

指導計画

教育課程

園全体の教育課程や指導

計画の見直しをする。

Ｂ

今年度は、水害の影響が大きく見直し、修正へとつなげ

ることが難しかった。

今年度前半は、職員間での話し合いも多く、計画をたて

て実行しようとしていたことが水害、コロナ対応などで

日々の保育の見直しをすることが多く、計画通りに進ま

ないことが多かった。

Ｂ

台風災害で若竹幼稚園に避難したため、難し

かったと思う。新年度は元の園舎に戻るが、

コロナも収まり、若竹幼稚園で一緒に保育し

た経験を生かして頑張ってもらいたい。



令和 4 年度の教育活動等に対する学校評価書 令和 5年 5月 25 日

学校法人補陀学園 若竹幼稚園長 山村伊津子

１ 幼稚園の教育目標

「心の清らかな明るい子ども 健康でたくましい子ども 知性豊かでものごとに集中できる子ども 命の尊さがわかる子ども」

２ 本年度の重点目標（学校評価の具体的な目標や計画）

「幼児の発達に即した指導の展開や援助のしかたの向上を図る。」

３ 自己評価結果とそれに対する学校関係者評価結果

※評価点は、Ａ（十分達成されている）Ｂ（達成されている）Ｃ（取り組まれているが成果が十分でない）Ｄ（取り組みが不十分である）

評価対象 評価項目
自己評価 学校関係者評価委員会

評価点 幼稚園としての反省と改善策 評価点 意見

指導計画

子どもの姿やクラスの

実態を正しくとらえ

る。
Ａ

個々の姿を理解し捉えることができた。複数担

任において、一人の子に対する見方が違う場合

がある。互いの意見を肯定的に受け止めなが

ら、子ども理解を深めていきたい。

Ａ

新型コロナウイルス流行の中で、台風被害もあり、

大変な状況の中でよく対応してくれていると思い

ます。

今後も子どもの命を預かる中で安全面には一層の

配慮をお願いします。
指導計画

実態に即した学年・学級

の指導計画をたてる。
Ａ

興味や実態に合った指導計画をたてることが

でき、子ども達の成長が見られた。
Ａ

保育内容

保育の中で、子どもの

発達に即した指導をす

る。

Ａ

個人差に対応しながら、個の姿に合わせ取り組

んできた。集団の中で子ども一人一人に合った

援助は難しく感じた。

Ａ

一人一人の子どもに寄り添って、丁寧な対応をし

ている様子を感じます。

指導計画

反省に基づき、学年・

学級の指導計画を適切

に修正する。
Ｂ

反省まではできたが、修正までには至らなかっ

た。クラス全体のバランスをとることの大切さ

を、担任や関わる先生みんなで共通理解に努め

運営していきたい。

Ａ

台風被害のため、若竹こどもの森が同じ園内に避

難したこともあり、余裕があまりなかったことは

致し方ない。

指導計画

教育課程

園全体の教育課程や指

導計画の見直しをす

る。
Ｂ

園全体の見直しはしているが、修正する時間の

確保ができるといい。
Ｂ

台風災害については、若竹幼稚園の裏山に水害防

止の堰堤が完成していて、被害が最小限に収まり

よかった。新型コロナウイルスも収まってくるの

で、それに沿った計画を考えてもらいたい。



令和４年度 若竹こどもの森

実施月 事 業 内 容

４ 月 入園式

５ 月
歯科・内科健診、視力検査、検尿 親子遠足

清水区私立幼稚園協会全体研修会

６ 月
花火教室

体育教室参観会

７ 月
七夕祭 夜間保育（年長）

静岡県私立幼稚園振興協会研修会

８ 月
小学 6年生同窓会(コロナにより中止) 静岡県私立幼稚園振興協会研修会

清水区私立幼稚園実技研修会

９ 月
動物教室(年長) 秋祭り（全園児）

9/24 台風のため園舎、浸水。若竹幼稚園での保育開始

１０ 月 内科健診 歯科検診 さんまの食育(年長) はごろも夢講演会

１１ 月
七五三（コロナなどのため中止） 運動会（若竹幼稚園 体育館）

１２ 月 もちつき 生活発表会おゆうぎ会（若竹幼稚園体育館）幼児による劇や歌などの発表

１ 月
新春親子凧揚げ大会

作品展（全園児の作品展示） 影絵劇団角笛観劇（年中、長）

２ 月
豆まき（全園児） コサージュ作り おつむてんてんさんによるわらべ歌遊び

清水区私立幼稚園幼児絵画展（年長）

3 月
ひな祭り 卒園旅行（年長）「東海大学海洋科学博物館」 小学校見学(年長)

お別れ会 園舎修復完成 、こどもの森での保育開始 卒園式（17 名卒園）

この他に スイミング(幼児) 体操教室(きのいい羊達)(幼児)
英語で遊ぼう(年中、年長) 誕生会(月 1回)

県立美術館粘土教室(抽選により落選)

【子育て支援】 未就園児親子３B体操教室

たけのこクラブ



令和 4 年度 若竹幼稚園

実施月 事 業 内 容

４ 月 お花見会 入園式 父母の会総会(アンケート形式)

５ 月
歯科健診、視力検査、検尿 個人面接(乳児・年少新入園児) 親子遠足

清水区私立幼稚園協会全体研修会 保育参加会(～７月まで) 消防署見学(年長)

６ 月
交通教室(年少親子・年中) 内科検診

動物教室(年長) 英語教室体育教室参観会（年中年長）

７ 月
幼児全体合奏(コロナにより中止) 花火教室 交通教室(年中年長)

夜間保育（年長） 静岡県私立幼稚園振興協会研修会 こども美術の会実技研修会

８ 月

夏期保育（２日間） 小学 6年生同窓会(コロナにより中止)

静岡県私立幼稚園振興協会研修会 清水区私立幼稚園実技研修会

夏祭り（年長さんのお店が開店）園児と家族・地域の方々が参加

９ 月 運動会（蜂ヶ谷グランド）幼児家族他多数参加 個人面接(幼児)

１０ 月

個人面接(幼児) さんまの食育(年長) 秋の遠足 レストランごっこ

造形展（幼稚園）全園児の絵や造形などを発表 はごろも夢講演会（ミール劇団）

静岡科学館るくる体験（年長）コロナにより中止 たけのこクラブ「年長さんと遊ぼう」

１１ 月
遊木の森体験（年中） 防災引き渡し訓練

生活発表会おゆうぎ会（若竹幼稚園体育館）幼児組による劇や歌などの発表

１２ 月
子ども美術の会作品展参加 1.2 歳児発表会

もちつき 小学 1年生同窓会

１ 月
新春親子凧揚げ大会 交通教室(年長)

卒園旅行（年長）「久能山、ロープウェイ、日本平運動公園」

２ 月

豆まき（全園児） 影絵劇団角笛観劇 おわかれ遠足 小学校見学(年長)

一日入園(子どもは新入園児のみで遊ぶ。その間に保護者は説明会)

明治お菓子工場見学(年長) 清水区私立幼稚園幼児絵画展見学(個人見学)

3 月 ひな祭り 卒園式（５０名卒園）

この他に スイミング(幼児) 体操教室(きのいい羊達)(幼児)
英語で遊ぼう(年中、年長) 誕生会(月 1回)

県立美術館粘土教室(抽選により当選し 7月実施)

【子育て支援】 未就園児親子体操教室(月 1回程度) たけのこクラブ(月 1回程度)

たけのこベビー(年に 8回程度) ベビーマッサージ(月１回程度)


